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出町ゆかり

　

今
月
18
日
か
ら
６
月
議
会
が
は
じ
ま
り
、
同
日
の
本
会
議
で
市
長
か
ら
市
政
運
営
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
大
型
開
発

な
ど
の
具
体
化
に
重
点
が
お
か
れ
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策
充
実
な
ど
の
進
展
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
施
策
は
医
療
費

助
成
で
の
拡
充
は
あ
る
も
の
の
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
の
よ
う
に
児
童
が
通
う
保
育

所
等
に
よ
る
送
迎
で
な
く
、
駅
周
辺
に

送
迎
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
送
迎
セ
ン
タ
ー
は
子
ど

も
の
安
全
面
、
心
理
面
に
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

赤
大
路
小
学
校
、
富
田
小
学
校
、
第
四
中
学
校
で
の
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
。
富
田
地
域
の
周
辺
の
公
共
施
設
も
含
め
た
「
災

害
に
強
い
公
共
施
設
」、
副
都
心
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
中
一
貫
校
の
立
地
場

所
に
よ
っ
て
は
、
通
学
す
る
の
に
踏
切
を
渡
る
事
に
な
る
な
ど
、

登
下
校
の
安
全
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
も
し
四
中
校
区
で
施
設
一

体
型
を
つ
く
る
と
、市
は
２
０
２
１
年
度
の
推
計
で
、49
学
級
、１
，

１
６
４
名
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
学
校
の
標

準
を
18
学
級
以
上
27
学
級
以
下
と
し

て
お
り
、
こ
の
基
準
を
は
る
か
に
超

え
る
よ
う
な
超
大
規
模
校
と
な
り
ま

す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
拡
大
（
２
０
２
０
年　

４
月
か
ら
実
施
）

　

市
バ
ス
は
市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
で
す
。
無
料
乗

車
証
の
具
体
的
な
検
討
内
容
は
不
明
で
す
が
、
敬
老
パ
ス
は
健
康

に
役
立
っ
て
お
り
（
２
０
１
６
年
の
高
槻
市
の
健
康
寿
命
は
女
性
、

男
性
と
も
に
２
位
）
制
度
の
継
続
が
大
事
で
す
。

保
育
所
等
に
子
ど
も
を
バ
ス
等
で

送
迎
す
る
仕
組
み
（
送
迎
セ
ン

タ
ー
な
ど
）
を
検
討

国
の
新
制
度
に
基
づ
き
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
を
実
施
（
今
年
10
月
か
ら
実
施
）

市
営
バ
ス
無
料
敬
老
パ
ス
の
在
り
方
を
検
討

第
四
中
学
校
区
等
で
施
設
一
体
型

小
中
一
貫
校
の
開
校
に
向
け
た
検
討
を
実
施

　

現
在
、
市
独
自
に
５
歳
児
（
幼
稚
園
・
保
育
所
）
の
４
時
間
分

を
無
償
に
し
て
い
ま
す
。
国
の
制
度
で
は
、
３
歳
児
以
上
の
幼
稚

園
・
保
育
所
は
無
償
に
し
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
は
非
課
税
世

帯
を
無
償
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
最
低
基
準
を
満
た
さ
な
い

認
可
外
保
育
施
設
を
補
助
対
象
に
し
、
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監

督
基
準
さ
え
満
た
さ
な
い
状
態
の
施
設
に
対
し
て
も
５
年
間
は
補

助
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

認
可
外
の
指
導
監
督
基
準
は
保
育
の
最
低
基
準
で
は
な
く
、
命

が
守
れ
る
と
い
う
基
準
で
す
。
こ
れ
は
問
題
で
す
。

所
属
委
員
会
が
決
ま
り
ま
し
た

中
村
れ
い
子
　
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
新
名
神
・
交
通
体
系
等
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
、
都
市
計
画
審
議
会
、
環
境
審
議
会
、

　
　
　
　
　
　
　町
名
地
番
改
正
調
査
委
員
会
、
農
業
委
員
会

宮
本
雄
一
郎
　
文
教
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
市
街
地
整
備
促
進
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、
人
権
施
策
推
進
審

　
　
　
　
　
　
議
会
、
奨
学
生
選
考
委
員
会

き
よ
た
純
子
　
福
祉
企
業
常
任
委
員
会
（
副
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
史
跡
整
備
・
活
用
等
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
審
議
会
・
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

出
町
ゆ
か
り
　
総
務
消
防
常
任
委
員
会
、

　
　
　
　
　
　
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
（
副
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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大
阪
北
部
地
震
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
も
家
の
修
理
が
で

き
ず
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
か
っ
て
い
る
住
宅
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
が
解
体
さ
れ
空
き
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。

　

大
阪
北
部
地
震
は
全
壊
か
ら
一
部
損
壊
を
合
わ
せ
る
と
２
２
，
７

０
０
件
を
超
え
る
住
宅
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
生
活

再
建
支
援
が
受
け
ら
れ
た
の
は
、
５
月
末
現
在
で
34
件
で
す
。
対
象

は
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
半
壊
住
宅
で
、
被

害
の
大
半
を
占
め
る
一
部
損
壊
に
つ
い
て
は
、
高
槻
市
の
補
助
制
度

し
か
な
く
、
最
大
５
万
円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
一
部
損
壊
で
も
屋

根
の
修
理
に
数
百
万
円
か
か
る
場
合
も
あ
り
、
補
助
金
の
増
額
を
求

め
る
声
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
の
保
育
所
へ
の
入
所
状
況

が
、
厚
生
労
働
省
に
報
告
さ
れ
ま
し
た

（
下
表
）。
保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
育

所
の
利
用
保
留
の
中
に
は
、
求
職
活
動

を
中
止
し
て
い
る
人
や
、
特
定
の
保
育

所
希
望
者
な
ど
が
４
５
５
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
一
時
預
か
り
、

臨
時
保
育
、
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
を
受
け
て
保
育
所
へ
の
入

所
希
望
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
の
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
認
可
保
育

所
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
５
月
議
会
で
、
消
費
税
増
税
を
前
提
と
す
る
介
護
保
険
料
の
低
所

得
者
へ
の
引
き
下
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、

本
人
の
収
入
が
１
２
０
万
円
以
下
の
人
に
は
、
７
，
６
２
５
円
の
引

き
下
げ
で
、
３
２
，
０
２
５
円
に
な
り
ま
す
。
月
10
万
円
以
下
の
収

入
で
、
こ
の
保
険
料
は
か
な
り
高
い
で
す
。（
左
表
）
消
費
税
増
税
が

前
提
で
す
が
、
増
税
が
中
止
さ
れ
て
も
実
施
す
る
べ
き
だ
と
求
め
て

賛
成
し
ま
し
た
。

　
「
一
部
損
壊
」
住
宅
修
理
支
援
金
は
、
昨
年
の
大
阪
府

北
部
地
震
お
よ
び
台
風
21
号
に
よ
っ
て
、
住
宅
に
「
一
部

損
壊
」
以
上
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
修
繕
費
用
に
30
万

円
以
上
か
か
っ
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、

来
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室
一
部
損
壊
等
住
宅
支
援
窓
口
（
市
役
所
本

館
７
階
）☎：
６
７
４-

７
３
２
０

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
の
状
況

介
護
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

大
阪
北
部
地
震
か
ら
１
年

国
の
生
活
再
建
支
援
、被
災
者
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
る

国
の
生
活
再
建
支
援
、被
災
者
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
る

国
の
生
活
再
建
支
援
、被
災
者
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
る

就学前の人口 16,529人
保育所申込者数 7,180人
保育所利用児童数 6,517人

保育所利用保留児童数
663人

就職活動を中止 49人
特定保育所希望など 455人
認定保育所（認可外） 41人
幼稚園の一時預など 30人
臨時保育など 60人
企業主導型（認可外） 28人

待機児童数 0人

今年４月の保育所入所状況

保険料段階 2018年度 2019年度 2020年度

第１
段階

（年金収入が
  80万円以下
  の人）

保険料 27,450円 22,875円 18,300円

軽減額 3,050円 4,575円 4,575円

第２
段階

（年金収入が
 120万円以下
  の人）

保険料 39,650円 32,025円 24,400円

軽減額 7,625円 7,625円

第３
段階

（非課税の人）

保険料 42,700円 41,175円 39,650円

軽減額 1,525円 1,525円

介護保険料と軽減額

被災者生活再建支援制度（大阪北部地震）
市独自の国保と介護の災害減免

お知らせ

被害区分
全壊

解体

大規模半壊

９件

24件

1件

合計34件

約7300件

約１万6000件

約５億１千万円

約４億１千万円

約1425万円

約6162万円

約７５万円

合計約7662万円

補助件数

補助制度の利用状況
制　　度 件数

258件
67件

5902件

約4578万円
約3777万円

約２億7328万円

ブロック塀等の撤去費用補助

被災住宅の応急修理

一部損壊等住宅修理支援金

補助金総額
北部地震
被害件数
全壊 11件

2件

247件

22,515件

大規模半壊

半壊

一部損壊

台風21号
被害件数
全壊

国保

減免件数 減免総額

介護

４件

2件

60件

6,757件

大規模半壊

半壊

一部損壊

補助金総額

※ブロック塀の補助金と国保・介護の災害減免は
2019年3月末現在、その他の制度は5月末現在の数字。

（第１、第２、第３段階とも世帯全員が非課税）

「一部損壊」住宅修理支援金
　　　　　　6月28日までに申請を
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